
　

早
い
も
の
で
、
つ
い
こ
の
間
年
が
明
け

た
と
思
っ
た
ら
、
3
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
8
波
は
、
年
末
を
ピ
ー
ク
に
収
束

し
、
政
府
は
3
月
13
日
以
降
、
マ
ス
ク
の

着
用
は
、
個
人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重

し
、
個
人
の
判
断
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
の
5

月
8
日
か
ら
は
、
現
在
の
2
類
か
ら
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
5
類
に
引
き

下
げ
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
3
年

間
ぐ
っ
と
我
慢
し
て
い
た
行
動
規
制
・
自

粛
が
解
け
、
正
常
な
町
会
運
営
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
4
年
に
1
度
の
統
一
地
方
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
4
月
16
日
告
示
、
4
月
23

日
投
開
票
で
す
。
年
々
投
票
率
が
下
が
っ

て
い
る
傾
向
の
よ
う
で
す
が
、
墨
田
区
を

暮
ら
し
や
す
く
、
働
き
や
す
く
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
大
事
な
選
挙
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
投
票
所
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

   

統
一
地
方
選
挙
の
影
響
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
今
年
は

5
月
11
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）
に
開
催

し
ま
す
。
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
の
前
に

横
断
幕
と
幟
を
設
置
し
て
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
交
通
安
全
運
動
が
終
わ
っ
た
次
の

日
に
な
り
ま
す
が
、
5
月
21
日
（
日
）
に

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
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令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

き
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

3
年
間
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
隅
田
川
花
火
大
会
で
す
が
、
公

式
に
は
ま
だ
発
表
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

区
長
は
や
る
気
を
前
面
に
押
し
出
し
て
お

り
ま
し
た
。
必
ず
開
催
さ
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
開
催
さ
れ
ま
し
た
ら
、

押
上
駅
周
辺
、
町
内
の
警
備
や
美
化
見
回

り
な
ど
に
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   

秋
の
飛
木
稲
荷
神
社
の
お
祭
り
は
、
昨

年
は
神
幸
大
祭
で
し
た
の
で
、
今
年
は
9

月
8
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）
の
3
日
間

の
例
大
祭
と
な
り
ま
す
。
お
神
輿
の
担
ぎ

方
な
ど
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
方
は
、
6
月

初
旬
に
開
催
さ
れ
ま
す
上
睦
の
お
神
輿
で

練
習
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
昨

年
上
睦
様
か
ら
奉
納
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、
今
年
は
こ
ち
ら
か
ら
も
奉
納
で
伺
い

ま
す
。）

   

行
事
へ
の
参
加
協
力
依
頼
ば
か
り
で
誠

に
恐
縮
で
す
が
、
最
後
に
特
殊
詐
欺
へ
の

注
意
喚
起
で
、
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
年
頭
に
警
察
署
長
に
話
を
伺
う
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
耳
に
タ
コ
が
で
き

る
ほ
ど
聞
い
て
お
り
ま
す
特
殊
詐
欺
の
お

話
で
し
た
。
他
の
犯
罪
は
減
っ
て
い
る
の

で
、こ
の
特
殊
詐
欺
を
減
ら
す
こ
と
で
人
々

が
平
和
に
暮
ら
せ
る
と
考
え
ま
す
。

　

警
察
官
、
金
融
庁
、
銀
行
員
、
区
役
所

職
員
な
ど
に
成
り
す
ま
し
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
奪
い
取
っ
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振

り
込
ま
せ
る
な
ど
の
手
口
で
す
。
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
、
以
下
の
言
葉
が
入
っ
て

い
た
ら
間
違
い
な
く
詐
欺
で
す
の
で
、
警

【

総

務

部

長

】

大
橋
　
祥
子

押上一丁目仲町会のホームページ : http://www.oshinaka.com

　

桜
も
満
開
に
な
り
、
過
ご
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
花
粉
症
の
方
に
は
毎
年
必

ず
や
っ
て
来
る
辛
い
毎
日
で
す
が 

頑
張
っ
て

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

来
年
度
（
令
和
5
年
4
月
〜
）
は
、
町
会

役
員
の
改
選
に
な
り
ま
す
。

　

役
員
の
人
手
不
足
は
深
刻
な
問
題
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
も
落
ち
着
い
て

き
て
、
今
後
は
例
年
通
り
の
行
事
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
皆
様
と
顔
を
合
わ
せ
て
元
気
な
声

を
聞
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
嬉
し
い
で
す
が
、

人
手
が
な
け
れ
ば
数
年
前
ま
で
の
よ
う
に
行

え
る
か
は
、
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
須
と
な

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
会
内
で
未
だ
に
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
1

箇
所
あ
り
ま
す
。
美
化
問
題
や 

瓶
が
投
棄
さ

れ
て
い
る
の
で
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
絶
対

に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
出

し
て
下
さ
い
。

　

今
ま
で 

地
区
部
長
の
方
々
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
還
付
金
・
お
金
が
戻
る
」、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
・
カ
ー
ド
」、「
暗
証
番
号
」

で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
電
話
を
し
て
い

る
人
を
見
か
け
た
ら
、
詐
欺
に
あ
っ
て
い

る
電
話
で
す
の
で
、
銀
行
の
係
の
人
を
呼

ぶ
な
り
し
て
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

笠
松
　
貴
美
子

　

3
月
11
日
（
土
）
に
押
上
１
丁
目
町
会

と
合
同
で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
る
頃
は
穏
や

か
な
季
節
と
な
り
、
お
花
見
に
出
掛
け
た

く
な
る
が
、
意
外
に
晴
天
が
少
な
く
花
曇

り
と
呼
ば
れ
る
事
も
多
い
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
大
き
め
の
花
を
付
け
る

一
重
桜
で
、
若
葉
が
出
る
前
に
枝
を
覆
う

よ
う
に
咲
く
た
め
見
応
え
の
あ
る
姿
と
な

る
。
し
か
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
同
一
の
原

木
か
ら
枝
を
接
木
し
て
増
や
し
た
た
め
、

コ
ピ
ー
と
同
じ
で
木
の
性
質
に
バ
ラ
ツ
キ

が
無
く
、
同
じ
環
境
な
ら
同
時
に
花
が

咲
く
た
め
、
遊
歩
道
や
公
園
に
植
え
た
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
一
斉
に
咲
く
事
に
な
り
、

い
っ
そ
う
魅
力
的
な
桜
に
感
じ
る
。
満
開

を
迎
え
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
花
吹
雪
や

花
筏
な
ど
の
楽
し
み
と
な
る
が
、
今
年
は

暖
冬
気
味
で
早
め
に
満
開
を
迎
え
る
よ
う

だ
。

　

八
重
桜
と
呼
ば
れ
る
花
び
ら
が
数
十
枚

も
あ
る
品
種
も
あ
り
、
開
花
時
期
も
４
月

【
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
周
辺
の
桜
】

　

毎
年
、
こ
の
時
期
は
歓
送
迎
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
3
年
間
は
コ
ロ

ナ
で
開
催
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
保

護
者
同
士
が
交
流
す
る
場
が
な
く
残
念
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
と
今
年
こ
の

よ
う
な
形
で
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
日
頃
登

校
班
で
見
る
子
ど
も
た
ち
と
は
ま
た
違
っ

た
表
情
を
た
く
さ
ん
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
初
め
て
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る
子

も
段
々
と
コ
ツ
を
掴
み
ス
コ
ア
を
伸
ば
し

て
い
き
、
経
験
の
あ
る
上
級
生
は
下
級
生

へ
教
え
る
な
ど
微
笑
ま
し
い
光
景
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
終
了

後
は
卒
業
・
入
学
・
進
級
祝
い
の
図
書
カ
ー

ド
の
贈
呈
と
記
念
撮
影
を
行
い
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

世
の
中
が
コ
ロ
ナ
か
ら
少
し
ず
つ
解
放

さ
れ
以
前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ

窮
屈
な
日
常
で
す
。
来
年
度
も
引
き
続
き

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
温
か
い
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ボーリング大会開催されたアイビーボールにて参加した子供たち
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前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

は
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
い
わ

れ
て
い
た
ほ
ど
江
戸
市
中
に
は
火
事
が
多

発
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
約
三
六
〇
年

前
の
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
に
発

生
し
た
大
火
は
江
戸
時
代
で
最
も
大
き
な

被
害
を
出
し
ま
し
た
。
俗
に
「
明
暦
振
袖

火
事
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
市
中

の
三
分
の
二
を
焼
き
尽
く
し
、
死
者
は

十
万
人
を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
両
国　

回
向
院

　

江
戸
幕
府
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
は
、「
本

所
の
開
拓
」
に
先
立
っ
て
、
隅
田
川
東
岸

の
牛
島
に「
万
人
塚（
無
縁
塚
）」を
設
け
、

火
災
に
よ
る
多
く
の
身
元
不
明
の
焼
死
者

を
埋
葬
し
弔
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
回
向
院

建
立
の
起
源
で
す
。
回
向
院
は
、
宗
旨
の

分
ら
な
い
遺
体
を
埋
葬
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
宗
一
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
寺
院
と

い
う
こ
と
で
、
正
式
名
称
は
「
諸
宗
山
無

縁
寺
回
向
院
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
回
向
院
は
、
そ
の
後
も
大
火
・
大
震
災
・

水
害
な
ど
天
災
・
人
災
の
無
縁
の
亡
骸（
な

き
が
ら
）
を
弔
い
ま
し
た
。
近
年
で
は
関

東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲
な
ど
に
よ
る
犠

牲
者
も
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

回
向
院
は
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

三
月
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
回
向
院
は
西
向
き
（
隅
田
川
の

方
向
）
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
回
向

院
と
同
時
期
に
設
け
ら
れ
た
両
国
橋
（
当

時
の
橋
は
現
在
よ
り
約
一
〇
〇
ｍ
下
流
の

位
置
）
を
江
戸
城
側
か
ら
渡
る
と
橋
の
正

面
突
き
当
り
が
回
向
院
の
正
門
（
山
門
）

で
し
た
。
江
戸
時
代
の
画
家
・
斎
藤
月げ
っ
き
ん岑

写真 1　両国 回向院正門（山門）
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規
模
の
大
き
な
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
一
段

落
し
て
、今
後
は
小
規
模
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
や「
狭

い
土
地
で
も
家
が
建
つ
！
」
と
い
う
住
宅
建
築
が

増
え
る
気
が
す
る
。

　

建
物
が
古
く
な
る
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
な
け
れ
ば
価
値
が
下
が
る
の
で
、

持
ち
家
で
も
賃
貸
で
も
費
用
を
掛
け
て
直
し
た

り
、
便
利
な
よ
う
に
改
善
す
る
事
に
な
る
。
放
置

す
る
と
資
産
価
値
が
下
が
る
が
、
地
域
全
体
の
税

金
や
物
価
ま
で
下
が
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
資
産

価
値
だ
け
が
落
ち
て
行
く
。

　
「
住
み
や
す
い
」
と
か
「
暮
ら
し
や
す
い
」
と
い

う
漠
然
と
し
て
評
価
し
難
い
地
域
の
住
環
境
も
、

現
在
の
価
値
を
維
持
し
た
り
、
向
上
し
よ
う
と
努

力
し
て
い
る
人
達
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

大
変
な
努
力
だ
が
、
心
有
る
人
達
が
地
域
の
環
境

や
伝
統
を
守
る
姿
を
見
る
と
頭
が
下
が
る
。 (

MS)

の
版
画「
江
戸
名
所
図
会 

回
向
院
」に
は
、

正
門
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
と
、
本
堂
も
正
面

の
西
向
き
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の

再
建
時
に
は
、
正
門
（
写
真
⒈
）
の
位
置

は
京
葉
道
路
に
面
し
て
境
内
の
北
側
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

回
向
院
境
内
に
は
様
々
な
石
碑
・
お
墓

が
あ
り
ま
す
。
現
存
す
る
主
な
碑
は
、「
安

政
の
大
地
震
供
養
塔
（*

１
）」「
浅
間
山
大

噴
火
供
養
塔
（*

⒉
）」「
奥
羽
飢
饉
供
養
塔
」

「
関
東
大
震
災
横
死
者
之
墓
（
写
真
⒉
）」「
鳥

居
清
長
墓（*

⒊
）」「
山
東
京
伝（*

⒋
）・
京
山
墓
」

「
二
代
目
中
村
勘
三
郎
墓
」「
鼠
小
僧
次
郎

吉
墓
（*

⒌
）」「
力
塚
」
等
で
す
。

　

回
向
院
と
大
相
撲

　

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
勧
進
相
撲

が
回
向
院
境
内
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
勧
進
相
撲
と
は
社
会
事
業
の
資
金
集

め
の
た
め
の
相
撲
興
行
で
す
。
興
行
は
随

時
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
の
秋
か
ら
年
に
二
回
の
定

期
興
行
が
、
回
向
院
境
内
で
行
わ
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
に
は
境
内
に
常
設
の
旧
々

国
技
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
戦
災
で
の

焼
失
が
免
れ
た
国
技
館
は
一
時
、
米
軍
に

接
収
さ
れ
、
蔵
前
に
移
り
ま
し
た
。
昭
和

六
〇
年
（
一
九
八
五
）
国
技
館
は
再
び
現

在
の
地
、
両
国
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
国

技
で
あ
る
相
撲
と
両
国
の
地
と
の
深
い

縁
は
、
こ
う
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。

　

南
千
住 

回
向
院

　

荒
川
区
南
千
住
に
も
回
向
院
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
地
は
昔
、
小こ
づ
か
っ
ぱ
ら

塚
原
と
い
い
、
江
戸

時
代
に
は
品
川
の
鈴
ヶ
森
と
共
に
二
大
刑

場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
牢
死
者

や
刑
死
者
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
両

国
回
向
院
の
別
院
と
し
て
、
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
幕

末
の
安
政
の
大
獄
（*

6
）

に
よ
り
処
刑
さ
せ

ら
れ
た
吉
田
松
陰
を
は
じ
め
多
く
人
た
ち

が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
中
期
の
医
師 

前
野
良

沢
（*

7
）・
杉
田
玄
白
（*

8
）・
中
川
淳
庵
（*

9
）
は
、

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
こ
こ
で
の
腑

分
け
（
解
剖
）
に
立
ち
合
い
、
オ
ラ
ン
ダ

の
解
剖
図
の
正
確
さ
に
驚
き
、
翌
日
か
ら

そ
の
翻
訳
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
三
年
後
に
有
名
な
「
解
体
新
書
」
を
完

成
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
注
釈
〉

*

1　

安
政
の
大
地
震　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

江
戸
を
中
心
に
発
生
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
推
定
六
・

九
、
死
者
一
万
人
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

*

2　

浅
間
山
大
噴
火　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

の
大
噴
火
で
、
千
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
。

*

3　

鳥
居
清
長　
（
一
七
五
二
〜
一
八
一
五
）
江

戸
時
代
中
期
の
役
者
絵
・
美
人
画
の
浮
世
絵
師
。

*

4　

山
東
京
伝　
（
一
七
六
一
〜
一
八
一
六
）
江

戸
時
代
中
期
の
戯
作
者
・
浮
世
絵
師
。
山
東
京
山

は
弟
。

*

5　

鼠
小
僧
次
郎
吉　
（
一
七
九
五
〜

一
八
三
二
）
江
戸
後
期
の
怪
盗
。
鼠
の
様
に
身
軽

で
大
名
屋
敷
・
武
家
屋
敷
を
専
門
に
夜
盗
を
働
い

た
。
約
十
年
間
に
百
回
以
上
、
凡
そ
一
万
二
千
両

を
盗
み
、
捕
え
ら
れ
市
中
引
回
し
後
、
処
刑
さ
れ

た
。

＊
6　

安
政
の
大
獄　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

か
ら
翌
年
に
か
け
て
大
老
井
伊
直
弼
政
権
が
反
対

派
を
大
弾
圧
し
た
事
件
。
反
発
し
た
志
士
に
よ
る

桜
田
門
外
の
変
で
政
権
が
崩
壊
。　

写真⒉ 関東大震災横死者之墓

中
旬
頃
で
、
２
回
目
の
お
花
見
が
楽
し

め
る
。
八
重
桜
は
若
葉
が
伸
び
始
め
る

頃
に
花
び
ら
を
重
た
そ
う
に
下
に
向
け

て
咲
く
た
め
、
新
緑
に
包
ま
れ
て
咲
く

が
見
上
げ
る
よ
う
に
眺
め
る
と
豪
華
な

花
が
び
っ
し
り
と
咲
い
て
い
る
。
八
重

桜
は
品
種
も
多
い
た
め
リ
レ
ー
の
よ
う

に
花
の
時
期
は
長
く
、
新
緑
の
時
期
の

桜
な
の
で
意
外
に
目
立
た
な
い
の
が
大

変
惜
し
い
。

　

開
業
１
０
年
を
迎
え
た
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
周
辺
に
も
色
々
な
桜
が
多
く
植

え
ら
れ
て
お
り
、
１
０
年
経
っ
て
か
な

り
大
き
く
育
ち
、
満
開
の
姿
は
と
て
も

見
事
に
な
る
。
北
十
間
川
や
ラ
イ
フ
の

裏
手
の
遊
歩
道
に
は
八
重
桜
が
植
え
ら

れ
て
い
て
、
か
な
り
立
派
な
姿
に
な
っ

て
い
る
。 (

MS)

*

7　

前
野
良
沢　
（
一
七
二
三
〜
一
八
〇
三
）
江
戸

時
代
中
期
の
蘭
学
者
・
医
学
者
。
幼
く
し
て
両
親
に

死
別
、
叔
父
に
育
て
ら
れ
た
。
蘭
学
の
始
祖
青
木
昆

陽
か
ら
蘭
学
を
学
ん
だ
。

*

8　

杉
田
玄
白　
（
一
七
三
三
〜
一
八
一
七
）
江
戸

時
代
中
期
の
蘭
方
医
・
蘭
学
者
。
若
狭
小
浜
藩
医
の
子

と
し
て
生
ま
れ
る
。
解
体
新
書
の
刊
行
を
中
心
に
蘭
学

導
入
の
回
想
録
を
記
し
た
「
蘭ら
ん
が
く
こ
と
は
じ

学
事
始
」
も
著
し
た
。

*

9　

中
川
順
庵　
（
一
七
三
九
〜
八
六
）
江
戸
時
代

中
期
の
蘭
医
・
若
狭
小
浜
藩
医
・
幕
府
医
官
。
本
草
学
・

蘭
学
を
学
ん
だ
。

浅草寺門前の枝垂れ桜が満開に開花して
いました。コロナ禍が終わり、待ち遠し
かった春を楽しめます。


